






研究の目的 

 乳幼児健康診査(以下健診)は,行政的サービスとしての回数は一応の線に達したといえ

るが,今後はその内容,とくに発見された異常ないし問題点をどのように取り扱うかという

事後措置の面での充実が必要である。このため背景を異にするいくつかの地域をモデルと

して実態を把握し,さらに事後措置をよりよく実行してゆくためのシステムを検討し,今後

の小児保健管理上有効な方法を策定することとした。 


